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ALOS画像データの現状と今後への展望

ALOS: Image Quality and the future view
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本稿は２００６年１月２４日に打ち上げられた ALOSの校正検証結果として PALSAR, AVNIR-2, PRISMのそれぞれの
センサの目標と達成度について整理する。センサ毎に多少の差異はあるものの，非常に高い精度を達成しているのが現状
であり、これら３センサを使用しての地球観測は非常に有効である。更に，これらのセンサデータを用いて進める EORC
の科学プログラムを紹介する。一つは、京都炭素プロジェクトであり，地殻変動マッピング、南極マッピングである。こ
れらは，大陸規模での植生マッピングを実施するものであり，現在未知数の多い森林炭素量の解明に貢献できる。更に，
地殻変動は主として，日本列島全域，千島列島にわたる変動，南極域は International Polar Yearの活動とも関連する。


